
﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
七
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

給
す
る
厚
生
年
金
保
険
給
付
の
受
給
権
者
又
は
当

該
保
険
給
付
に
加
算
さ
れ
て
い
る
加
給
年
金
額
の

対
象
者
（
次
項
に
お
い
て
「
受
給
権
者
等
」
と
い

う
。）に
係
る
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
、
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

給
す
る
厚
生
年
金
保
険
給
付
の
受
給
権
者
又
は
当

該
保
険
給
付
に
加
算
さ
れ
て
い
る
加
給
年
金
額
の

対
象
者
（
次
項
に
お
い
て
「
受
給
権
者
等
」
と
い

う
。）に
係
る
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年

法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
九
に
規
定
す
る

機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
（
同
法
第
七
条
第
八
号

の
二
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
除
く
。
以
下
「
本

人
確
認
情
報
」
と
い
う
。）の
提
供
を
受
け
、
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
三
百
十
七
条
第
一
項
中
「
大
阪
税
関
」
を
「
横
浜
税
関
及
び
大
阪
税
関
」
に
、「
八
人
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
八
人
」
に

改
め
、「
横
浜
税
関
及
び
」
を
削
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
七
人
」
を
「
七
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
大
阪
税
関
」
を
「
、
大
阪
税
関
及
び
神
戸
税
関
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
一
条
第
一
項
中
「
百
四
十
二
人
」
を
「
百
四
十
六
人
」
に
、「
二
百
三
十
人
」
を
「
二
百
三
十
五
人
」
に

改
め
る
。

第
三
百
二
十
二
条
第
一
項
中
「
五
十
六
人
」
を
「
五
十
七
人
」
に
、「
百
十
三
人
」
を
「
百
十
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
三
条
第
一
項
中
「
、
名
古
屋
税
関
の
業
務
部
に
、
上
席
分
析
官
二
人
以
内
を
」
を
削
り
、「
横
浜
税
関
」

の
下
に
「
、
名
古
屋
税
関
」
を
加
え
、「
十
七
人
」
を
「
十
六
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
四
条
第
三
項
の
表
東
京
税
関
の
項
中
「
三
十
九
人
」
を
「
三
十
八
人
」
に
、「
九
人
」
を「
十
人
」に
、「
十

二
人
」
を
「
十
一
人
」
に
、
同
表
合
計
の
項
中
「
百
十
二
人
」
を
「
百
十
一
人
」
に
、「
三
十
六
人
」
を
「
三
十
七
人
」

に
、「
四
十
七
人
」
を
「
四
十
六
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
五
条
第
一
項
中
「
三
人
」
を
「
四
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
六
条
第
一
項
中
「
横
浜
税
関
」
の
下
に
「
、
名
古
屋
税
関
」
を
加
え
、「
函
館
税
関
、
名
古
屋
税
関
及
び

長
崎
税
関
」
を
「
函
館
税
関
及
び
長
崎
税
関
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
七
条
第
一
項
中
「
二
百
十
三
人
」
を
「
二
百
二
十
一
人
」
に
、「
三
百
四
十
人
」
を
「
三
百
四
十
八
人
」

に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
八
条
第
一
項
中
「
七
十
八
人
」
を
「
八
十
三
人
」
に
、「
百
四
十
九
人
」
を
「
百
五
十
三
人
」に
改
め
る
。

第
三
百
四
十
三
条
第
八
項
中
「
大
阪
税
関
南
港
出
張
所
」
の
下
に
「
、
神
戸
税
関
水
島
税
関
支
署
」
を
加
え
、「
函
館

税
関
札
幌
税
関
支
署
」
の
下
に
「
、
函
館
税
関
千
歳
税
関
支
署
」
を
加
え
、「
、
神
戸
税
関
水
島
税
関
支
署
、
神
戸
税
関

摩
耶
埠
頭
出
張
所
」
を
削
る
。

第
三
百
四
十
四
条
第
一
項
中
「
三
人
」
を
「
四
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
四
十
五
条
第
二
項
中
「
統
括
審
理
官
一
人
」
を
「
統
括
審
理
官
二
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
七
十
五
条
第
一
項
中
「
九
人
」
を
「
十
四
人
」
に
、「
十
九
人
」
を
「
二
十
三
人
」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
令
第
四
十
七
号

財
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
六
条
第
六
項
、

第
十
七
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
六
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
二
項
並
び
に
財
務
省
組
織
令
（
平

成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
八
十
一
条
第
三
項
及
び
第
八
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及

び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

財
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
財
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
会
計
調
査
官
」
の
下
に
「
、
予
算
企
画
専
門
官
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項

を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

予
算
企
画
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
会
計
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
予
算
に
関
す
る
事
務
に
係
る
重
要
事
項
に
つ

い
て
の
企
画
そ
の
他
専
門
的
事
項
を
処
理
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
七
人
」
を
「
八
人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
見
出
し
中
「
開
発
金
融
専
門
官
」
の
下
に
「
及
び
国
際
保
健
専
門
官
」
を
加
え
、同
条
第
一
項
中「
開

発
金
融
専
門
官
一
人
」
を
「
開
発
金
融
専
門
官
及
び
国
際
保
健
専
門
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
処

理
す
る
」
の
下
に「（
国
際
保
健
専
門
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

国
際
保
健
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
開
発
政
策
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
国
際
保
健
に
関
す
る
調
整
そ
の
他
専
門

的
事
項
を
処
理
す
る
。

第
七
十
九
条
中
「
六
人
」
を
「
八
人
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
条
の
三
第
一
項
中
「
十
六
人
」
を
「
十
七
人
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
一
条
第
一
項
中
「
四
十
一
人
」
を
「
四
十
二
人
」
に
、「
二
百
四
十
二
人
」
を
「
二
百
三
十
八
人
」
に
改
め

る
。第

百
九
十
二
条
第
一
項
中
「
三
十
六
人
」
を
「
四
十
人
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
八
条
第
一
項
中
「
関
東
財
務
局
及
び
近
畿
財
務
局
」
を
「
関
東
財
務
局
、東
海
財
務
局
及
び
近
畿
財
務
局
」

に
改
め
る
。

第
二
百
十
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

各
財
務
局
及
び
福
岡
財
務
支
局
を
通
じ
て
総
務
課
に
、
企
画
調
整
官
十
一
人
以
内
を
置
く
。

第
二
百
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
百
十
三
条

削
除

第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
中
「
四
十
四
人
」
を
「
四
十
五
人
」
に
、「
四
百
五
十
九
人
」
を
「
四
百
五
十
七
人
」
に
改

め
る
。

第
二
百
三
十
二
条
第
一
項
中
「
七
十
六
人
」
を
「
七
十
五
人
」
に
、「
五
百
四
十
五
人
」
を
「
五
百
五
十
一
人
」
に
改

め
る
。

第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
中
「
百
七
十
一
人
」
を
「
百
七
十
二
人
」
に
、「
三
百
六
十
六
人
」
を
「
三
百
六
十
八
人
」

に
改
め
る
。

第
二
百
四
十
九
条
第
一
項
中
「
北
海
道
財
務
局
」
を
「
近
畿
財
務
局
の
管
財
部
に
、
上
席
国
有
財
産
訟
務
官
二
人
以

内
を
、
北
海
道
財
務
局
」
に
改
め
、「
、
近
畿
財
務
局
」
を
削
る
。

第
二
百
五
十
条
第
一
項
中
「
七
十
九
人
」
を
「
八
十
人
」
に
、「
二
百
九
十
三
人
」
を
「
二
百
九
十
六
人
」に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
一
条
第
一
項
中
「
百
四
十
一
人
」
を
「
百
三
十
八
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
五
条
第
二
項
中
「
及
び
理
財
第
七
課
」
を
「
、
理
財
第
七
課
及
び
理
財
第
八
課
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
二
項
中
「
及
び
理
財
第
七
課
」
を
「
、
理
財
第
七
課
及
び
理
財
第
八
課
」

に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
中
「
十
七
人
」
を
「
十
八
人
」
に
、「
九
十
七
人
」
を
「
八
十
九
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
六
条
第
三
項
の
表
東
京
税
関
の
項
中
「
十
七
人
」
を
「
十
八
人
」
に
、
同
表
横
浜
税
関
の
項
中
「
十
五

人
」
を
「
十
七
人
」
に
、
同
表
大
阪
税
関
の
項
中
「
十
一
人
」
を
「
十
二
人
」
に
、
同
表
合
計
の
項
中
「
七
十
六
人
」

を
「
八
十
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
六
条
第
一
項
中
「
三
人
」
を
「
四
人
」
に
、「
二
人
」
を
「
三
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
中
「
二
百
十
七
人
」
を
「
二
百
二
十
三
人
」
に
、「
四
百
四
人
」
を
「
四
百
五
人
」
に
改
め

る
。第

二
百
九
十
九
条
第
一
項
中
「
東
京
税
関
、
大
阪
税
関
」
を
「
大
阪
税
関
の
監
視
部
に
、上
席
調
査
官
六
人
以
内
を
、

東
京
税
関
」
に
改
め
る
。

第
三
百
一
条
第
三
項
の
表
名
古
屋
税
関
の
項
中
「
九
人
」
を
「
八
人
」
に
、
同
表
神
戸
税
関
の
項
中
「
七
人
」を「
八

人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
五
条
第
一
項
中
「
十
九
人
」
を
「
二
十
人
」
に
改
め
る
。
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